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教育福祉委員会委員長報告書 

 

平成２９年３月２１日  

 

教育福祉委員会に付託されました議案４件につきまして、審査の過

程における各委員からの討論及び審査結果について、審査経過順に報

告いたします。 

初めに、議案第１１号「平成２８年度流山市介護保険特別会計補正

予算（第４号）」について申し上げます。 

本案は、小規模多機能型居宅介護事業所施設の宿泊定員増床整備に

ついて、事業者から整備中止の報告があったことから、地域密着型サ

ービス等施設整備事業補助金を減額補正するものです。 

審査の過程における討論は特になく、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

次に、議案第１０号「平成２９年度流山市介護保険特別会計予算」

について申し上げます。 

本案は、保険料の賦課徴収、被保険者の管理、介護サービス費等の

保険給付費及び地域支援事業費等の所要額を計上し、これらの財源と

して介護保険料、支払基金交付金、国及び県支出金、一般会計からの
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繰入金等をもって充て、歳入歳出予算総額を１１２億７千７３９万１

千円とし、所要の債務負担行為を設定するものです。 

審査の過程における討論として、 

１ 反対の立場で討論する。 

 本市は、第６期の初年度から、他の自治体はすぐには踏み切らなか

った要支援者の訪問介護と通所介護を率先して保険給付から外し、介

護保険サービスを受けられる権利を奪った。 

また、特別養護老人ホームの入所制限を設け、利用料２割負担の導

入など、次々、要介護者とその家族を苦しめる制度を推し進めてきた。

平成２９年度は、ボランティアなどがサービス提供を行う総合事業が

拡張されるが、既に移行した自治体では、「資格を持たず研修を受け

ただけのボランティアによるサービスは、単なる家事代行になって利

用者の生活意欲の喚起や認知症などの早期発見ができない」などの問

題が起きている。 

さらに国は、高額介護サービス費の上限の引き上げや、利用料３割

負担を導入しようとするなど、際限のない負担増と制度改悪が止まら

ない。 

介護保険料を払わせるだけ払わせて、必要なサービスを受けられな

い事態に追い込む今の介護保険制度は、本来の社会保障制度の原則を
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根本から破壊するものである。 

２ 賛成の立場で討論する。 

 平成２９年度には第６期介護保険事業計画に基づいた特別養護老

人ホーム（仮称）あかぎ万葉が整備され、介護人材が不足する中にお

いて、保育施設を整備することで労働力を確保しようといった工夫を

高く評価する。 

また、地域で実施する介護予防教室や認知症対策の充実、医療と介

護が、連携や地域包括ケアシステムの充実強化を図っていること、「介

護キャラバン隊」、「地域介護予防活動支援事業」や「認知症施策推進

事業」など中長期的に見て必要な介護人材の確保に努める事業なども

着実に進めることを高く評価する。 

３ 賛成の立場で討論する。 

今後さらに増す介護需要に対し、不足が予測される介護人材の確保

のため、「介護職員初任者研修」又は「実務者研修」の受講者のうち、

市内介護施設等に勤務する方を対象として、研修費用の一部を補助す

るなど、介護人材の確保や生活支援サービスの体制の整備、高齢者の

介護予防、認知症予防などの促進を図る点を評価する。 

がありました。 

採決の結果、５対１をもって原案のとおり可決すべきものと決定し
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ました。 

次に、議案第１３号「平成２８年度流山市後期高齢者医療特別会計

補正予算（第３号）」について申し上げます。 

本案は、後期高齢者医療市町村保険基盤安定拠出金の額が確定した

ことから、その確定額に基づき、減額補正するものです。 

審査の過程における討論は特になく、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

最後に、議案第１２号「平成２９年度流山市後期高齢者医療特別会

計予算」について申し上げます。 

本案は、後期高齢者医療広域連合への保険料の納付金及び被保険者

の管理、保険料収納に要する経費等の所要額を計上し、これらの財源

として後期高齢者医療保険料、一般会計からの繰入金等をもって充て、

歳入歳出予算総額を２０億２千９０２万６千円とするものです。 

審査の過程における討論として、 

１ 反対の立場で討論する。 

 我が党は、医療を受ける権利を年齢で区切る差別的な制度そのもの

に一貫して反対である。 

平成２９年度は保険料の値上げをしない年であるが、軽減特例の縮

小により保険料が上がる方もおり、その方たちは、２年連続の保険料
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値上げとなる。 

毎年、年金も減らされている上に、値上げされた保険料は、より少

なくなった年金からしっかりと取る、こんな高齢者に冷たい制度には

反対である。 

２ 賛成の立場で討論する。 

 保険料をはじめ、保険基盤安定拠出金など、広域連合が提示した額

に基づき適正に編成された点、そして、後期高齢者医療事務、被保険

者管理事務など執行に必要な賃金や電算システム経費などを計上し

編成された点を評価する。 

がありました。 

採決の結果、５対１をもって原案のとおり可決すべきものと決定し

ました。 

以上で、教育福祉委員会の委員長報告を終わります。 


